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Student Code of Conduct ポスターの背景 

 ２０２５年の４月に本校の生徒会（８・９年生）が「パース日本人学校 ２０２５年度 

生活目標」について考えたり、話し合ったりした。結果は上記の Student Code of Conduct の

ポスターである。このポスターに書いてある価値観は以前からパース日本人学校の土台とな

る価値観である。新しいポスターを作成するプロセスによって学校の価値観について考えな

おす機会となった。 

Student Code of Conduct （児童・生徒）の目的 

本校の児童・生徒行動規範は本校の児童・生徒の一人一人が安心し安全に学べることを目

標にしている。本校は全児童・生徒が Student Code of Conduct のポスターに書かれた価値観

や概念、つまり礼儀、正直、善悪の判断・責任、公正・公平・正義、相互理解・寛容、頑張

り・粘り強さ、尊重・敬意、友情を大切にし、行動することを求める。 

この行動規範は全児童・生徒にどのような行動基準が期待されるかを明確にするものであ

る。学校にいるとき・校外学習など学校からでかけるとき、または学校を代表していると

き、学校のすべての活動においてこの行動規範に沿って行動することが求められる。 

児童・生徒の他に、教職員、保護者など学校とかかわる全員が学校の価値観や目標を共有

することで、全員にとって安全な学校環境の保証ができる。 

児童・生徒の権利と責任 

本校では「権利」に「責任」が伴うものと考える。児童・生徒には以下の権利や責任があ

る。 

権利 

• 学校の生活において安全で守られていると感じること。 

• 安全な環境の中で自分の能力を最大限に発揮して学べること。 

• 他の子どもや教職員から敬意や寛容をもって接してもらえること。 

• 話を聴いてもらえること。 

責任 

• 本校の Student Code of Conduct （行動規範）、「生活のきまり」、「情報通信機器使

用に関する同意書」を理解し、守ること。 

• 疑問や困ったことがある場合は先生に相談すること。 

• 敬意を持って行動し、他の子どもや先生と協力して行動すること。 

• 他の児童・生徒の学習や精神的なニーズを尊重し、「違い」に寛容であること。 

• 自分自身の学習に責任を持ち、与えられた課題を最後までやりとげること。 

• 常に礼儀正しく敬意をもつ言葉遣いを用いること。 
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• 時間を守る。 

実施 

保護者の責任 

• 本校の価値観や方針を尊重し、遵守できるよう子どもを支援する。 

• 自分の懸念などを表明するように、子どもを支援する。 

• 問題が場合、解決に向かうように学校と協力的に行動する。 

• 必要な情報を学校に伝える。または自分の子どもに関する心配や気になるこ

とがあれば学校の職員に伝える。 

 

教職員の責任：  

• クラスの中で、この Code of Conduct（行動規範）について定期的に話し合う

場を設ける。または新入生に情報を提供する。 

• 期待される行動を奨励し、模範とする。 

• 各教室の「Keeping Safe」や「Student Code of Conduct」のポスターを参照に

し、児童・生徒が懸念や苦情を表明するよう奨励する。 

• 保護行動（Keeping Safe）の授業を定期的に実施する。 

• 児童・生徒の多様性に対応するため、様々な学習・行動戦略を提供する。 

 

最低限の行動基準 

児童・生徒は以下のことが期待されている。 

• 他の児童・生徒、教職員、ボランティア、訪問者に対して、礼儀正しく、寛容で、

敬意をもって接する。 

• 他者のプライバシーを尊重する。 

• 対面でのかかわりにおいても、オンラインでの活動においても、他者の身体的・精

神的な健康や安全に配慮して行動をする。いかなる方法であれ、他者をいじめては

いけない。 

• 学校の物（建物、備品）を大切にする。 

• 学校の活動や授業に参加する。 

• 身体的または言葉による暴力、ネット上の嫌がらせなど、いじめや嫌がらせ等、本

校行動規範の違反を目撃した場合、先生に報告する。 

 

行動規範に違反した場合の学校の対応 

• 違反について、違反した子どもと話しをする。違反が分かっているかどうか確認す

る。 
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• 違反に関する理解の相違がある場合、充分に話を聴く機会を設ける。 

• 争点となる事項については、充分な調査を行う。 

• 児童・生徒に申し立てや苦情の機会を与える。 

• 担当のスタッフは、JSP Behaviour Management ポリシーに沿って合理的かつ一貫性を

もって対応する。 

• 違反行為に対する学校の対応は、違反行為の性質と生徒の年齢に応じたものとす

る。 

 

チャイルド・セーフ・オーガニゼーション（子どもの安全を守る組織） 

本校では、すべての児童・生徒を暖かく見守り、すべての児童・生徒が安心して学べる環

境づりに努めている。安全で安心できる環境を確保するために、本校は National Principles 

for Child Safe Organisations「子どもの安全を守る為の１０の原則」を採り入れている。この

Student Code of Conduct はこの原則に沿ったものですある。 

 

Related documents and resources 

JSP School Rules (Seikatsu no Kimari) 

JSP Computer/iPad Usage Contract（情報通信機器使用に関する同意書） 

JSP Behaviour Management Policy 

JSP Community Code of Conduct 

JSP Staff Code of Conduct 

National Principles for Child Safe Organisations  

 https://childsafe.humanrights.gov.au/national-principles 
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